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仮称︓てだこシティー・ＡＩオンデ
マンド型乗合サービス



各業種における⼈材不⾜によって、 バス運⾏においても 運転⼿
不⾜に伴い路線バス減便が発⽣している。

浦添市内路線バスも減便となり市⺠（ 特に交通弱者等）、 来訪者
（ 観光客等 ）の移動⼿段制約に繋がっている。
※経済、観光への負の影響が出る。

・ 乗 合 タ クシ ー を活⽤したタ ク シーと バスの機能性を併せ持つ中間的移動交通により、

市⺠、来訪者の移動⼿段を担う。

・ 路 線 バ ス や コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス で は カ バ ー で き な い ⾼ 齢 者 等 の 交 通 弱 者 に

ド ア t o ド ア の 交 通 ⼿ 段 を 乗 合 い に て 提 供 す る 。

・ 運 転 ⼿ 不 ⾜ 解 決 に 向 け て 、 将 来 的 に 電 気 ⾃ 動 ⾞ タ ク シ ー を 導 ⼊ し 、 さ ら

に 未 来 の ⾃ 動 運 転 技 術 の 導 ⼊ 、 浦 添 市 の モ ノ レ ー ル 最 終 駅 周 辺 ま ち づ く り

「 環 境 未 来 都 市 構 想 」 の 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー 活 ⽤ も ⾒ 据 え 、 環 境 に や さ し

い 移 動 ⼿ 段 を ⽬ 指 し 、 経 済 ・ 観 光 へ の 推 進 に つ な げ る 。

現状の背景と課題への対応

【課題解決策として】
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オンデマンド型乗合サービスとは

既存のタクシー等の⾞両に、複数の乗客が乗合するサービス

A

B

A

B

別の乗客Bから迎⾞依頼 AIシステムがルートを⾃動計算
乗客AとBは乗り合いへ乗客Aから迎⾞依頼

パルコに⾏きたい 病院にお願いします

以下順路で⾛⾏して下さい
B→A→病院→シティモール

シティモール

病院

シティモール

病院

オンデマンドAIシステム
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オンデマンド型乗合サービスのメリット
バスのように気軽 (乗⾞賃はタクシー未満)

タクシーのように便利 (乗⾞地／⽬的地はピンポイントで指定可能、時間もある程度指定可能)

ただ、便利さではタクシーに叶わず、値段はバスよりも⾼い・・・
* バスとタクシーの間を埋める新しい公共交通へ

郊外部での交通弱者(⾼齢者・障害者等)対策に
免許返納対策にも 地元/⾔葉に不慣れな観光客の⾜に

中⼼部での効率的＆環境に優しい交通に
渋滞減、無駄な待機⾞減
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オンデマンド型乗合システム（乗客⽤）
乗客は、1.乗⾞場所 2.降⾞場所 3.乗⾞希望時間 4.⼈数をスマホ(必要に応じ電話)で依頼
(初回登録後、⼊⼒箇所は上記4つのみ)

⼊⼒完了後すぐ

迎⾞予定時刻及び⽬的地への到着予定時刻を表⽰
タクシーの現在⾛⾏場所をリアルタイムに確認可能

5



オンデマンド型乗合システム（タクシー⽤）
タクシーにタブレット端末を装着
タブレット端末には地図と⽬的地/予定時間が表⽰されるので、タクシーはそれに従って⾛⾏
指⽰された場所に到着し、”完了”ボタンを押すと、次の⽬的地が表⽰
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乗合サービス導⼊を介して⽬指すもの
既存公共交通
（バス等） 乗合サービス

既存バス会社の基幹路線は維
持しつつ、不採算路線を乗合
サービスで代替する（or乗合サ
ービスとの共存により不採算路
線の運⾏本数を減らす）こと
によりコストを効率化する

コスト効率化 利便性向上

⽇常⽤途

以下等の⽤途が期待される
⽇常の買い物、病院等の他、(免許
返納後の)⾼齢者の移動⼿段として

観光 観光スポットを巡る、廉価且つ利便
性の⾼い、気軽な移動⼿段として

介護福祉 ⾃宅や介護施設へ向かう、要介護
者の送迎サービスとして
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 乗合サービスは既存公共交通を代替するものではなく、補完関係を築くことで双⽅メ
リットの最⼤化・公共交通全体の利便性向上を⽬指すもの

 商業施設・病院/介護福祉施設・観光スポット等も巻き込み、域内関係者で協同して
魅⼒ある街づくりを⾏う1つのツールとして乗合サービスの導⼊を検討する



浦添市 Urasoe city
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浦添市 Urasoe city

残6.5億へエントリー
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浦添市乗合サービス運⾏形態

【⾞ 両】ジャンボータクシー（10名乗り）12台

【運⾏エリア】浦添市内全域

【運 賃】市内⼀律300円

【精 算 ⽅ 法】現⾦払い、スマホ決裁
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てだこ浦西駅

サンエーパルコシティ

サンエーメインプレイス

メイクマン本店

浦添城跡

浦添前田駅

経塚駅

古島駅

浦添美術館
健康センター
運動公園

国勢調査H27

浦添市エリア設計（案）



事業効果
直接効果

間接効果
①浦添市も高齢化社会へと進んでゆくことから、移動性確保により、高齢者の免

許返納の促進と返納者の移動手段を確保し、高齢者交通事故を未然に防ぐ

➁乗降状況をビッグデータとして蓄積し今後の交通計画、都市計画に活用
する。

③市域の浦添市内の、免許返納に伴う空き駐車場用地の有効活用を図る

④既存商業・観光支援コンテンツとの連携が図れ、観光客の消費向上へ繋げる。
（商工会議所：まちゼミ・りっか！うらそえ等）

①市内の交通空白地域をカバーすることが出来る。

➁市内 11事業者が連携し 取組む事により、利用者（ 予約者） の最短ルートの
運行が図れ、社会全体の移動コストの効率化や運行コスト低減や利用者への
時短が図れる。

③交通利用者のスマートフォンでの利用を促進し、タクシー配車サービスや将来的
なMaaSサービス（多様な交通手段のワンストップ利用）への利用障壁を低減する。
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●現状、隣接する宜野湾市、中城村、⻄原町と那覇市をつなぐ⼤量輸送⼿段がな
いことからも、延⻑されたモノレールの駅と各⾃治体を結ぶ輸送⼿段への展開
が必要とされており、タクシーによるデマンド乗合サービスであればこう
いったサービスへの拡張も容易であり、将来的に実施可能。

●⼤量輸送が可能な路線バスへの結節を含めて検討することで、下記の様な複数
の移動⼿段を組み合わせた移動サービスを広域の⾃治体にて提供可能。
▶モノレール→乗合サービス→路線バス→タクシー
▶モノレール→乗合サービス→路線バス→乗合サービス

●右図のMaaSのサービスレベルで⽰されるような
広域な市町村を連携した定額制モデルへの
発展等も視野に⼊れることが可能

●浦添市乗合サービスで浦添市とタクシー
業界が他市町村への先導事例となり、沖縄
県での広域MaaSサービスへの⾜掛かりと
なる

他市町村や交通サービスへの波及

社会全体⽬標の統合
地域政策との統合、官⺠連携

提供するサービスの統合
パッケージ化、定額制、事業者内の連携など

予約・⽀払いの統合
単⼀トリップ化（検索・予約・決済）

情報の結合
マルチモード移動計画・運賃情報

結合なし
個々の移動ごとに個別対応

13



てだこ浦⻄駅

⽬指すこと 浦添市へ延⻑されたモノレール駅を中⼼とす
る移動⼿段の多様化

乗合サービスの役割期待
延⻑されたモノレール駅起点
の移動⼿段確保1

交通弱者を含む市⺠の⽇常利⽤2

観光客向け移動⼿段3

てだこ浦⻄駅を起点とする移動⼿段を確保すると共に、
この整備を通じてゆいレールやバスの利⽤者を増⼤させ
交通渋滞の緩和に繋げる

通院、買い物、⾷事、市役所での諸⼿続き等、
市⺠の安価で気軽な移動⼿段として新しいサ
ービスを提供。
交通弱者へのドアtoドアの移動⼿段の提供

国内外から多数来訪する観光客の移動ニーズに応
える サービスとして導⼊。将来的に英語をはじめとす
る外国語対応アプリも実装予定
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てだこ浦⻄駅
浦添前⽥駅
経塚駅



浦添市 Urasoe city

本会議での承認事項

【⾞ 両】ジャンボータクシー（10名乗り）12台

【運⾏エリア】浦添市内全域

【運 賃】市内⼀律300円

【精 算 ⽅ 法】現⾦払い、スマホ決裁

運⾏条件
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